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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、明治以降、西洋哲学を受容しながら形成されてきた日本近代哲学の特質お

よびその意義を、東アジア諸国の哲学との比較を通してそれを浮き彫りにし、その可能性

を検討すること、そして日本の哲学がこれまで積みあげてきた諸成果を海外に向けて発信

することを試みた。 

 東アジア諸国の哲学との比較を通して、日本近代哲学の特質や可能性を明らかにするた

めに、まず２０１２年１月に台湾中央研究院において台湾・香港の研究者とともに、また

同年５月には韓国の研究者と韓国・江原大学において、さらに同年９月には、中国の研究

者とともに北京外国語大学において国際シンポジウムを開催した。 

 これらを通して、日本の哲学を東アジアの研究者に紹介し、その特質、さらにはその現

代的な意義について共同で議論をすることができたし、その成果をそれぞれの国で一部は

すでに出版し、残りは出版の予定である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

  We have tried to clarify characteristics and significance of modern Japanese philosophy, 

which was formed since the era of Meiji by accepting the Western philosophy, in comparison 

with the philosophy of other East Asian countries.  We have attempted also to transmit the 

productive results of the Japanese philosophy toward the world. 

   To this end, we have held international symposiums at Academia Sinica in Taiwan 
(January 2012), at Kangwon National University in Korea (March 2012) and at Beijing 
Foreign Studies University (September 2012).  We could introduce by these symposiums the 
East Asian researchers to the modern Japanese philosophy and discuss its characteristics and 
contemporary importance with them.  The results of researches and discussions in Korea are 
already publicly-available and other results will come into the world at some point in the near 
future. 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者（藤田正勝）は、科学研究

費補助金により、平成１６年から１８年

にかけて「両大戦間に日欧の相互交流が

日本哲学の形成・発展に与えた影響をめ

ぐって」というテーマで、また平成１９

年から２１年にかけて「西洋哲学との比

較という視座から見た日本哲学の特徴お

よびその可能性について」というテーマ

で共同研究を主宰した。 

これらの研究の成果を引き継ぎつつ、さ
らにそれを、東アジア諸国の西洋哲学の受
容と形成のプロセスと対比することによ
って検証するとともに、日本近代哲学の成
果をいっそう発展させ、また発信していく
必要があるという認識を持つに至り、本研
究を立案するに至った。 

 

２．研究の目的 

本研究が目ざすのは、明治以降、西洋
哲学を受容しながら形成されてきた日本
近代哲学の特質およびその意義がどこに
あるのかを明らかにすることである。と
くに、それぞれの伝統に依拠して独自な
仕方で西洋哲学を受容してきた東アジア
諸国の哲学との比較を通してそれを浮き
彫りにし、それが現代においてどのよう
な可能性をもつのかを検討したい。さら
に、それが世界の哲学的な議論の場にお
いてどのような貢献をなしうるのか、そ
の可能性を問いたい。 

 

３．研究の方法 

明治以来、日本の哲学者たちが形成して

きた哲学の特質を、西洋哲学との対比にお

いてだけでなく、日本と同様に西洋哲学を

受容しながら、しかしその伝統に依拠して

独自な思想形成を行った中国や台湾、韓国

の哲学との比較を通して浮き彫りにする

ことを試みる。海外の研究協力者の協力を

得て、シンポジウムや研究会を開催し、その

討議のなかでそれぞれの哲学の意義や可能

性を明らかにしたい。また、その討議や対話

を実りあるものにするために、日本の哲学者

の著作やそれに関する研究書を翻訳し、海外

に向けて発信しくことを計画している。 

 

４．研究成果  

  本研究が目ざしたのは、明治以降、西洋

哲学を受容しながら形成されてきた日本

近代哲学の特質およびその意義がどこに

あるのかを明らかにすること、そしてとく

に、それぞれの伝統に依拠して独自な仕方

で西洋哲学を受容してきた東アジア諸国

の哲学との比較を通してそれを浮き彫り

にし、その可能性を検討すること、そして

日本の哲学がこれまで積みあげてきた諸

成果を海外に向けて発信することであっ

た。 

  東アジア諸国の哲学との比較を通して、

日本近代哲学の特質や可能性を明らかに

するためには、海外の研究者を交えた議論

が必須である。そのために、まず２０１２

年１月に台湾中央研究院において台湾・香

港の研究者とともに「間文化的視野のもと

での東アジア哲学」国際学術検討会を開催

した。また５月には韓国の研究者と韓国・

江原大学において「東アジアにおける西洋

哲学受容の問題――日韓人文学の対話の

深化を求めて――」というテーマで国際シ

ンポジウムを開催した。さらに９月には、



中国の研究者とともに北京外国語大学に

おいて「東アジアにおける哲学の形成と思

想間の対話」というテーマで国際シンポジ

ウムを開催した。 

  これらを通して、日本の哲学を東アジア

の研究者に紹介し、その特質、さらにはそ

の現代的な意義について共同で議論をす

ることができた。その成果は、韓国でのシ

ンポジウムについては、すでに韓国におい

て出版されているし、台湾、中国でのシン

ポジウムの成果も順次公にされる予定で

ある。 

  これらの活動を通して、国際的な規模で
の日本哲学研究のネットワーク化の基礎
を築くという本研究の意図は十分に達成
できたと考えている。 
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